
査定設計書における数量計算の表記に係る取扱いについて

これまで査定図面に集計表及び各計算式を記入することとしていた数量集計表及び
数量計算について、数量計算書として査定設計書に綴じることができることとします

目的：転記ミスの防止や査定設計書作成に関する作業の軽減

横断図

掘削 2.8 2.65     45.1
断面数量 区間数量 累計数量

【拡大】

数量集計表の例
数量計算の例従来

※これまで査定図面に記載していた区間数量、
累計数量は数量計算書へ移行

新
査定設計書

工 復旧延長　Ｌ=50.0ｍ

　　右岸　Ｌ=50.0ｍ

事

　ブロック積工 150 ｍ2

概 　小口止工 5 ｍ3

　すり付け工 15 ｍ2

要 　締切排水工 2 箇所

　大型土のう 60 袋

工 事 費 31,000 千円 千円 　内仮工事　 　　　千円

内 未 成 千円 千円 　年災　　次　第　　号

内 転 属 千円 千円 　　　　　次　第　　号

被 災 原 因

そ の 他

費 目

（2,770,091） （31,000,000－529,000）×10／110

  本  工  事  費

  附 帯 工 事 費

　測量及び試験費

　用地費及び補償費

  機 械 器 具 費

　営　　繕　　費

　工　事　雑　費

　応 急 工 事 費

計

工　  　事　 　費

申 請 摘 要

摘 要

工　事　費　総　括　表

別紙内訳書のとおり (30,000,000)

（30,000,000×0.015）＋（529,000×0.040）＝471,160

金 額

31,000,000

令　和　７　年　災　害　復　旧　工　事
設　  　　計　  　　書

災 害 年 月 日 令和7年7月1日

工 事 番 号 補災河第100号

（24345）※気象コード
  令和7年6月30日～7月2日　豪雨

路 線 名
河 川 名

二級河川島田川

施 工 位 置

決 定

岩国市周東町祖生　地内

工 事 名 河川災害復旧工事

471,000

31,000,000

30,000,000

529,000

綴じる

数量集計表 数量計算書

＋

※これまで査定図面に載して
いた数量集計表は数量計算
書へ移行



査定設計書における数量計算の表記に係る取扱いについて

１ 数量計算書の作成について

数量計算書は、「土木工事数量算出要領（案）」（国土交通省・最新版）により行うものとし、

算出した結果は、「土木工事数量算出要領数量集計表（案）」（国土交通省・最新版）に基づき、

工種別、区間別に算出すること（山口県土木工事共通仕様書より抜粋）

●留意事項

２ 朱入れ前の修正及び検算について

（１）査定結果の反映

 ア 修正がない場合

特に記載の必要はない

イ 修正がある場合

・修正した数量計算書は、修正した箇所を赤系の色にて塗りつぶす
・修正前の数量計算書は、赤書き訂正もしくは上余白に赤系の色で修正前」と記載

（２）検算
 検算はこれまでどおり確実に実施すること。なお、検算により修正の必要が生じた場合の

作業は、「（１）査定結果の反映」に準じて行う。

修正後の数量を赤系
の色にて塗りつぶす

上余白に赤系の色で
「修正前」と記載

修正前

修正前の
数量計算書

修正した
数量計算書

赤書き訂正

※修正前の数量集計表及び数量計算表も査定設計書に添付すること

もしくは
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